
文化センター ☎84・1811 文化センターは、保守点検のため11/11（火）を臨時休館します。　

陶祖８００年祭記念事業

11/1　●土
　全6回の瀬戸焼についての講座を
開催します。新しい時代から遡って
わかりやすく解説していきます。

◆第2回　近世の瀬戸窯

浜島美菜子

1/25　 まで●日

①10/26　  ②11/23　  ③2/22　●日●日●日

新世紀工芸館 ☎97・1001

　瀬戸におけるクラフトの系譜と今をご覧いただく企
画展を開催します。若手からベテランまでのさまざま
なクラフトマンによる作品の数々を紹介し、「クラフ
ト」の新たな展望を探ります。

瀬戸クラフト協会設立50年記念・陶祖800年祭記念
企画展「瀬戸のクラフトの系譜－昨日、今日、明日へ－」

①吹きガラスで水玉模様のコップを作ろう！
②吹きガラスで色つきコップを作ろう！
③吹きガラスでお花のお皿を作ろう！

新世紀工芸館企画 ガラス体験

 時　間　午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
 場　所　新世紀工芸館 展示棟
 休館日　毎週火曜（祝日の場合は翌日）、12/28（日）～1/4（日）
　　　 　※11/26（水）は正午まで休館
 入場料　無料

 時　間　第1部　午前11時～正午　第2部　午後0時30分～１時30分
 場　所　新世紀工芸館 工房棟2階 ガラス工房
 参加費　1,640円（当日支払い）　定　員　各回8人(各部4人、先着順）
 対　象　中学生以上　
※たくさんの方に体験していただくくため、平成26年4月以降のガラス体
験に参加された方は、キャンセル待ちでの受付になります。
 申込方法　電話でお申し込みください。
　　　　　 ※お1人様2人までお申し込みいただけます。　　　　　　
 申込期間　①10/18（土）～　②11/8（土）～　③2/7（土）～
　　　　　 午前10時から受付開始
 その他　作品は当日お持ち帰りできません。後日取りに来ていただくか、
　　　　 着払いで郵送します。
　　　　 ※郵送の場合は、別途箱代がかかります。

　約500gの陶土で、来年の干支「羊」を1～2個作っていただきます。
●日　時　10/25（土）午後1時30分～3時
●場　所　新世紀工芸館　体験工房　●対　象　小学生以下
●定　員　15人（先着順・保護者を含む）　●参加費　無料　※申込不要
※作品は焼成後、文化センター内の瀬戸市文化振興財団事務所での受け渡しとなります。

ワークショップ
「干支をつくろう」

 時　間　午後１時３０分～３時　 定　員　70人※当日受付
 場　所　パルティせと４階　マルチメディアルーム 

埋蔵文化財センター ☎21・1951

講座「瀬戸焼の歴史を遡る」

※写真はイメージです
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　本校は、平成16年からオーストラリアのロウビル・セカンダリ
ー・カレッジと国際交流を続けています。
　今年度はロウビル校を訪問して、本校の先生が「おでん、家電、
駅伝」と題し、和食が世界無形文化遺産になったこと、日本の工業
製品が世界一の品質を誇ること、駅伝が日本固有の伝統ある競
技であることについて授業を行いました。
　駅伝にちなんで「ロウビル・本山」のたすきを持参し、今後、交流
の際にはお互いにこのたすきを繋ぎあうことを約束しました。
　この国際交流が生徒にとって、未来や世界を見つめ、社会で活
動するための資質の育成につながることを願っています。

ロウビル校訪問

　本校は、平成14年からニュージーランドのオークランド市にあ
るワイコウワイ中学校との国際交流を続けています。
　今年度は、生徒3人と引率教員2人が７月３１日から８月９日ま
で学校を訪問して、ホームステイをしました。
　なかには昨年度に日本でホームステイをした生徒の家に滞在で
きた生徒もいました。
　学校では、マオリの儀式で歓迎を受けました。本校の生徒達は
日本の伝統や文化を紹介し、世界的に人気の映画「アナと雪の女
王」の挿入曲“Let It Go”を全校生徒と一緒に楽しく歌いました。
　また、オークランドとロトルアの見学にも出かけ、ニュージーラン
ドの自然や文化について学ぶことができました。

羊の国でホームステイ　 祖東中学校

本山中学校

水野中学校 　本校は、平成13年度よりニュージーランドのタカプナ校と姉妹
提携を結び、国際交流事業を行っています。
　今年度は、生徒２０人と引率教員３人が７月３１日から８月９日
までタカプナ校を訪問しました。
　現地ではホームステイをして、タカプナ校の授業に参加したり、
日本の文化を発表しました。
　また、９月２７日から１０月３日までタカプナ校の生徒１５人と
教員２人が本校を訪問し、書道や剣道の授業に参加したり、和太
鼓演奏や和菓子づくりを体験しました。
　こうした活動は、国際化が進む現代に生きる生徒にとって、貴
重な体験となっています。

ニュージーランドとの国際交流　　

学校教育課 ☎88・2760問

学校ごとに、

特色ある取り組みをしています
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